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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年1月6日(2011.1.6)
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【年通号数】公開・登録公報2010-022
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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月5日(2010.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約０．１％～約０．７％のＥＰＡ；
　約５０ｐｐｍ～約２００ｐｐｍのマンガン；及び
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　約０．５％～約１．６％のメチオニンを含んでなるペット食品組成物。
【請求項２】
　約０．１％～約０．７％のＤＨＡを含んでなる、請求項１の組成物。
【請求項３】
　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥを含んでなる、請求項１又は２の組成物
。
【請求項４】
　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣを含んでなる、請求項１～３のいずれか１項の組
成物。
【請求項５】
　約１００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍのカルニチンを含んでなる、請求項１～４のいずれか
１項の組成物。
【請求項６】
　約２．５ｇ／１０００ｋｃａｌ～約７ｇ／１０００ｋｃａｌのリジンを含んでなる、請
求項１～５のいずれか１項の組成物。
【請求項７】
　約２４００ｐｐｍ～約７５００ｐｐｍのコリンを含んでなる、請求項１～６のいずれか
１項の組成物。
【請求項８】
　約０．１％～約０．６％のＥＰＡを含んでなる、請求項１～７のいずれか１項の組成物
。
【請求項９】
　約５０ｐｐｍ～約１５０ｐｐｍのマンガンを含んでなる、請求項１～８のいずれか１項
の組成物。
【請求項１０】
　約０．８％～約１．６％のメチオニンを含んでなる、請求項１～９のいずれか１項の組
成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項のペット食品組成物をネコ科動物へ、または該ネコ科動
物が子宮内にいる間に該ネコ科動物の母猫へ投与することを含んでなる、該ネコ科動物に
おいて骨形成を促進するための方法。
【請求項１２】
　ネコ科動物が仔猫である、請求項１１の方法。
【請求項１３】
　ネコ科動物が、請求項１～１０のいずれか１項の組成物を給餌した母猫（a queen）よ
り産まれたものである、請求項１１又は１２の方法。
【請求項１４】
　ネコ科動物が子宮内にいる、請求項１３の方法。
【請求項１５】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物を妊娠前に母猫へ給餌する、請求項１３
～１４のいずれか１項の方法。
【請求項１６】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物を妊娠期間の大部分の間母猫へ給餌する
、請求項１３～１５のいずれか１項の方法。
【請求項１７】
　本質的に請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物のいずれか１つからなる組成物
を妊娠の前とその間に母猫へ給餌する、請求項１３～１６に記載の方法。
【請求項１８】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物を離乳前に仔猫へ給餌する、請求項１１
～１７のいずれか１項の方法。
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【請求項１９】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物を離乳後に仔猫へ給餌する、請求項１１
～１８のいずれか１項の方法。
【請求項２０】
　請求項１～１０のいずれか１項の組成物を哺乳動物へ投与することを含んでなる、骨ア
ルカリホスファターゼを阻害することによって骨形成を促進する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　[0001]　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれる、米国仮特許出願番
号６０／８９１，１７１（２００７年２月２２日出願）、及びＰＣＴ／ＵＳ２００８／０
５４７９６（２００８年２月２２日出願）に対する優先権を主張する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
【表１】
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